
 

 
 
 

【講 座 案 内】 
 
急速に変革している社会情勢や業務の中で、マンネリ化した日常を過ごしがちな中堅社員の方々を対象
に、物の見方や考え方を一寸変えてみる事により、日頃の固定観念を捨て、新鮮な発想を生み出す柔軟
な思考態度を身に付け、業務上での直面する問題を新たな発想と創造で効果的に解決するために必要
な基本マインドとスキルを各種演習等を通し習得します。 
 

講 座 内 容               
  

1. 企業を取り巻く環境の変化 

2. 中堅社員の基本姿勢と役割 

  (1)中堅社員としての立場・役割・責任の理解 

3. 発想力・創造力と創造性開発 

  (1)創造性の原点 (2)創造的思考の技法/発想法   

(3)創造性を生む意識形成法(日常的行動様式も含め) 

４. 創造性を導く発想法 (発想法演習交え) 

5. 発想力・創造力を妨げる要因 

6. 創造的問題解決思考の全体像 

  (1)問題解決の意味と捉え方 (2)問題解決のための合理的思考方法 

7. 問題解決の模擬演習 

  (1)演習等による問題解決立案 

8. 検討とまとめ 

  (1)上司や周囲への問題解決策やアイデアの伝え方・説得力のポイント 
  

 [講 師    ]：㈱日本マネジメント協会 會田慶宏 氏  
            【経営は人、人はモチベ－ション、モチベ－ションは∞を信条とし、各種階層別研修を中心 

とした、マネジメントコンサルタントとして豊富な経験を活かし、企業研修等講師として 
活躍している。】           

 [実施日時]：９月 ３日(水)～ ４日(木)  
         午前 8:45～午後 4:40 
  

[受 講 料    ]：会員企業  15,500円 (テキスト代含む) 
会員外企業  19,000円 (   〃   ) 

  

  [定 員    ]：１２人  
  

  [会 場    ]：仙南地域職業訓練センター (柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501) 
 
  [申込方法]：当講座を希望される場合には、別紙受講申込書により、8月 25日(月) 

まで当訓練センターへ申込み下さい。(℡・Faxでの受講予約可) 
 

☆仙南地域職業訓練センター(柴田町船岡照内１-９℡0224-57-1501 
Fax0224-55-2250) 
 



 

 
 【講 座 案 内      】   

プログラミングが初心者でも学びやすい、シンプルで汎用性の高いプログラミング言語 
「Python」を使用する際に必要な基本文法(変数・リスト・演算子・制御文等)の基礎的 
な操作方法と基礎知識を実習を通して習得します。 

 

講 座 内 容           
 

1.Pythonの概要 

 ①プログラム概要 ②Pythonの概要 ③環境構築 

2.Pythonの環境構築 

 ①Pythonのインスト－ル ②プログラムの実行 

3.Pythonの基本文法 

 ①記述規約 ②デ－タの保持(変数・関数呼び出しとデ－タ入力) 

 ③演算子とは ④制御構造 ⑤例外処理 

4.外部プログラムの呼び出し方 

①標準ライブラリの呼び出し ②モジュ－ル関数の呼び出し  

 ③アフリケ－ションとやり取りするデ－タ形式(JSON.XML.CSV) 

④ファイルの読み書き(テキストファイル.JSON形式.XML形式.CSV形式) 

 
 
 

[講 師] ： GIU コンサルティングオフィス  

        代 表 後藤武志  氏  
【コンピュータメーカー系システムインテグレータへ入社し、各種システム開発に 
従事、2014年に ITコーディネータとして独立、県内を中心に各種情報利活用の 
指導・支援を行っている。】 

                         

[実施日時] ： 9月 8日(月)～9日(火) 
          午前 8:45分～午後 4:40分 (計 2回)  

 

[受 講 料] ： 会員企業：  8,000円 (テキスト代含む) 

            会員外企業： 10,000円 (     〃      )  
 
[定 員] ： １０人 

 
[会    場] ： 仙南地域職業訓練センタ－(柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501) 

 
[申込方法] ： 受講を希望される場合には、別紙「受講申込書」により、8月 29日(金)まで 

に当訓練センタ－へ申込み下さい。(電話・FAX予約可) 
 

 

☆仙南地域職業訓練センタ－(柴田町船岡照内１-9 ℡0224-57-1501 Fax0224-55-2250) 
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講 座 案 内 
 
製造現場における品質不良や作業ミスの多くはヒューマンエラーに起因するものが多いの 
が実態です。そこで、当研修ではヒューマンエラーの実像について理解し、その削減の考 
え方と進め方について理解を深め、製造現場で具体的にヒューマンエラーを防止する方策 
について習得します。 

講 座 内 容               
  

1. モノづくりのリスクとヒューマンエラー  ［※以下、HE(ヒュ-マンエラ-)］ 
①HEの起因、誘因、現象  
②HE防止への取り組み方(発生防止と早期発見) 

2. HEを引き起こすメカニズム 
①脳の働きと認知特性 ②認知特性の各段階でのエラーを理解する 
③HEの誘因(状況、人間関係、仕事への取り組み方、作業環境や設備等) 

3. HEの分析法 
①HE分析の進め方/連鎖分析による HEの追及   
②５M４E分析/エラーモード分析(FMEA)/故障の木(FTA)分析による追求 

４. HE発生防止 対策 
①モノや作業方法面の改善 ②設備や治工具面の改善 
③マネジメント・人の面の改善策 

5. HE早期発見 対策 
①指差呼称によるミス防止 ②ストップ・ルック(作業の停止・確認)の活用 
③ダブルチェック活用     ④ツールボックスミーティング 
⑤チ－ムワークの向上とコミュニケーションの活発化 

6. これからの HE 
①労働安全と HE ②人間中心の業務と HE  

 

 [講 師    ]：㈱マネジメント 21 代表 吉原靖彦 氏 
         【大手機械メーカーでの生産管理、生産技術、製造、開発設計等の実務経験後、経営管理  

全般、生産管理改善、現場改善、開発設計管理改善、間接業務効率化、 ISO9001 等、  
生産現場を熟知した講師として幅広い指導を行っている。】  

 

 [実施日時]：９月９日(火)～ １０日(水)  
         午前８:４５～午後４:４０ 
  
 [受 講 料    ]：会 員 企 業  １５,５００円 (テキスト代含む) 

会員外企業  １９,０００円 (    〃    ) 
  

 [定 員    ]：１５人  
  

 [会 場    ]：仙南地域職業訓練センタ－(柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501) 
 
 [申込方法]：当講座を希望される場合には、別紙受講申込書により、9月5日(金)まで当訓練センタ－

へ申込み下さい。(電話・FAX予約可)  
      ☆仙南地域職業訓練センター 

(柴田町船岡照内１-９ ℡0224-57-1501 Fax0224-55-2250)



 

 【講 座 案 内      】 
 
 

品質管理の入門編として品質管理の基礎を習得しようとする方を対象に、職場における品
質管理・品質責任の在り方を理解しながら、統計的手法を用いたデ－タの扱い方・データ
処理やＱＣ７つ道具等の様々な品質管理手法の活用法について、事例や演習を交えながら
体得していただきます。  

講 座 内 容           

1.品質管理活動の歴史 

①品質管理の歴史  ②TQC と TQM   ③QC サークル活動 

2.品質管理的ものの見方・考え方 

①品質とは何か    ②管理とは何か   ③品質保証の考え方 

④標準化とは何か 

3.ＱＣ七つ道具と新ＱＣ七つ道具の活用と理解 

①事実に基づく管理  ②データの種類  ③データの取り方とまとめ方 

④QC 活動で活用する手法(グラフ・パレート図・特性要因図、＜パレ－ト図演習＞) 

⑤現場の検査で活用できる手法(散布図・ヒストグラム・管理図、＜工程保証能力演習＞)  

⑥言葉で表したデ－タ処理手法(親和図・連関図・統計図・マトリックス図の演習)  

4.問題解決の手順(問題解決・課題達成) 

①問題解決(問題解決・課題解決)のための定石 

②QC 七つ道具、新 QC 七つ道具の活用方法 

③工程の管理と改善事例 

5.現場での品質活動の実践促進 

①PDCA の活用等 
 

【講 師】：(合)Masatoko-QMS 

代表 向井正人 氏 (日本科学技術連盟指導講師)       
           本田技研工業㈱に入社し、二輪事業本部の品質保証部長等の職を 

歴任しホンダ二輪車の品質領域を経験し、現在は様々な業種での 
品質指導行っている。  

【実施日時】：１０月６日(月)～７日(火) 
           午前 8:45～午後 4:40  
         

【受 講 料    】：〔会 員 企 業〕１５,５００円 (テキスト代含む) 

         〔会員外企業〕１９,０００円 (   〃   ) 
 

【定 員】：１５人 
 

【会 場】：仙南地域職業訓練センタ－ (柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501) 
 

【申込方法】：受講を希望される場合には、別紙「受講申込書」、電話連絡等により、 

9月 26日(金)までに、当訓練センタ－へ申し込みください。(電話予約可) 

           ☆ 仙南地域職業訓練センタ－ 
 (柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501 Fax0224-55-2250) 



 

[講 座 案 内      ] 
製造現場で用いられる各種製造装置や製造工程の監視、制御にＩＣＴやＩｏＴ等ノデジタ

ル化を組み込むことにより、製品やサービス、ビジネスモデルの改革(ＤＸ)を推進して、 

生産性の向上やビジネ競争力を獲得する方法を理解していただきます。  
講 座 内 容           

 
1.製造業におけるＤＸの理解 

  ①スマ－トファクトリ、  ②スマ－トプロダクト  ③スマ－トサ－ビス 

 ④先行企業と比べたＤＸ推進状況の現状把握と認識 
    
2.ＤＸ実現事例の活用 
①ＩＴＣやＩｏＴ技術等の製造現場での活用とその効果 

②デ－タ収集・システム連携・活用方法 
 

３.ＤＸ推進の目標設定と解決策(演習含) 

①ＤＸ適用範囲の決定と目標設定  ②解決策の検討  ③ＤＸ化の設計 
 
４.ＤＸ推進の計画と実行 
①生産活動の見える化と取得デ－タを活用した改善 

②ＲＰＡ(PowerAutomate)によるアプリ間連携 

③Chat-GPTによる生成 AI活用術 

④Canvaでのプレゼン資料作成  
 
 

[講 師]：GIU コンサルティングオフィス  

        代 表 後藤武志  氏   
コンピュータメーカー系システムインテグレータへ入社し、各種システム開発に 
従事、2014年に ITコーディネータとして独立、県内を中心に各種情報利活用の 
指導・支援を行っている。 

       
[実施日時]：10 月 16 日(木)～ 17 日(金) 

        午前 8:45～午後 4:40 (計 2 日間) 
         

[受 講 料    ]：［会 員 企 業］:８,０００円  [会員外企業]：１０，０００円 
 
[定 員]：１０人 

 
[会 場]：仙南地域職業訓練センタ－(柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501) 

 
[申込方法]：当講座を受講希望される方は、受講申込書及び電話予約にて、10月 8日(水) 

までに当訓練センタ－へ申込み下さい。(℡・Faxでの受講予約可) 
 
 

仙南地域職業訓練センター 
(柴田郡柴田町船岡照内 1-9 ℡0224-57-1501 Fax0224-55-2250) 



 
 
 

【 講 座 案 内 】 

労働安全衛生法では、事業者は感電等の災害を防止するため、従業員に「低圧(直流 750v 以
下・交流 600v 以下)の充電電路の敷設若しくは修理の業務又は配電盤室、変電室等区画され
た場所に設置する低電圧路のうち充電部分が露出している開閉器の操作の業務」に就かせると
きには、安全又は衛生のための特別教育を行うことが義務付けられております。 
当該特別教育を事業者に代わって実施し、修了者には特別教育修了証を交付いたします。 
 

講 座 内 容               
  

【学 科 (計 8時間)】 

・低圧の電気に関する基礎知識             (2 時間) 

・低圧の電気設備に関する基礎知識         (2 時間) 

・低圧用の安全作業用具に関する基礎知識   (1 時間) 

・低圧の活線作業及び活線接近作業の方法   (2 時間) 

・関係法令                               (1 時間) 

【実 技 (計 8時間)】 

・低圧の活線作業及び活線接近作業の方法 

(安全用具の使用前点検/各種測定器の使用方法/低圧充電電炉の 

停電/復電の確認/充電部が露出している開閉器の操作方法) 
 
 

[講 師    ]：㈱安全教育センター 

          小野寺征博 氏  
           

[実施日時]：10月 21日(火) ～ 22日(水)  
        午前 8:45～午後 5:00 (計 16H) 
  
[受 講 料    ]：会員企業  １２,５００円 (テキスト代含む) 

会員外企業  １５,５００円 (     〃    ) 
  

[定 員    ]：15人 (定員になり次第締め切ります。) 
  

[会 場    ]：仙南地域職業訓練センター(柴田町船岡照内１-9 ℡0224-57-1501) 
 
[申込方法]：受講希望の方は別紙「普通職業訓練受講申込書」及び、電話・ファックスにより 

10月 10日(金)までに当訓練センタｰへ申込み下さい。(電話・ＦＡＸ予約可) 
 

 
 

☆仙南地域職業訓練センター 
(柴田町船岡照内１-９℡0224-57-1501 Fax0224-55-2250) 



 
 
 
 
 
 

【講 座 案 内      】  
企業や組織において活躍の場が大きく広がっている女性社員の方を対象に、組織でのより良い 
人間関係を形成するためのコミュニケーションスキル、周囲からの期待に応えるためのリーダー 
シップスキルを身に付けることにより、明るく・活力ある職場づくりを目指していただきます!! 
また、この機会に自分自身のキャリアを見つめ直すことにより、日々の仕事に取り組むための 
“意識改革”を促していただきます。 
  

講 座 内 容               
   
1.女性社員の役割と心構え 

 
  ①女性社員の役割 ②中堅女性社員としての心構え  

2.女性社員としての姿勢と態度 
  ①自分自身を知る(交流分析) ②好ましい自分にするためのプラン作り 

  ③職場での人間関係改善 

3.女性社員としての仕事の進め方 
  ①ビジネス意識の再確認 ②改善意識・問題意識の持ち方 

③仕事の優先順位・仕事の段取り ④PDCA 

4.求められるリーダーシップスキル 
①リーダーシップ能力 ②協調性と創造性  

5.人を動かすコミュニケーション 
①「話す力」論理的な話し方 ②「聴く力」共感的な聞き方  

 
 

[実施日時]：１０月２２日(水)～ ２３日(木) 
      午前 8:45分～午後 4:40分 

  
[受 講 料    ]：会 員 企 業 15,500円 (テキスト代含む) 
                会員外企業 19,000円 (   〃   ) 
 
[講 師]：㈱セールスリンク 

代表 佐藤なな子 氏  
【「普通の人が普通に働いて成果を出す」仕組みづくりと、現場定着にこだわり、幅広い業種 

を対象とした職種別研修・生産管理や間接部門管理等の部門研修、CS研修・クレ－ム対応 
のスキル研修等、県内屈指の研修講師として多岐にわたる研修実績がある。】 

        
[定 員    ]：１２人 
 

[会 場    ]：仙南地域職業訓練センタ－(柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501) 
 
[申込方法]：当講座を受講希望される場合には、当センタ－「受講申込書」及び、 

ＦＡＸ・電話等により、10月 10日(金)までに当訓練センタ－へ申込み下 
さい。(電話・ＦＡＸでの申込予約可)   
※仙南地域職業訓練センタ－ 
(柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501 Fax0224-55-2250) 



  
【講 座 案 内      】 

 

ISO/IEC27001:2022(規格要求)に対応した、情報セキュリティマネジメントシステムを確

立する場合に重要なポイントとなる内部監査員養成について、①マネジメントシステム要求事

項の理解、②内部監査の進め方等を演習・ロールプレイを通して習得していただきます。なお、

修了者には、修了書を発行いたします。 
 

講 座 内 容 
 
1. ISO27001:2022システム構築・運用の基本的な考え方 

2. ISO27001:2022 情報セキュリティマネジメントシステムの要求事項の解説  

3. 内部監査の基本的な考え方 

4. 内部監査の進め方の理解 

5. 内部監査(ロールプレイ)の実施 

  ①チェックリストの作成  ②模擬監査 

6. 監査所見の作成 

(不適合報告書の書き方・是正処置の実施方法) 
   ※ 修了者には、当研修の修了証書を発行いたします。 
 
【講 師】：㈱ ISO ブレイン 

代表取締役 吉 田  尚 氏   
  
製造業に従事後、ISO9001・14001・27001のコンサルタント及び審査員 
として約 23年の経験があり、審査員としての豊富な実績を持っている。 

  
【実 施日時】：１０月22 日(水）～ 23 日(木) 
         午前 8:45～午後 4:40 
 
【対 象 者】：ISO27001の認証取得を検討・計画中で、ISO27001情報セキュリティマ 
         ネジメントシステム規格の理解を希望する担当者及び内部監査候補者等 
 
【受 講 料】： １６,０００円 (テキスト代含む)  
          〔当会会員外事業所の方は、19,500円となります。〕 
  
【定 員】：１２名 (定員になり次第締切ります) 
 
【会 場】：仙南地域職業訓練センタ－ (柴田町船岡照内１-9 ℡0224-57-1501) 
 
【申 込方法】：受講を希望される場合には、別紙「受講申込書」、電話予約等により、 

10月 10日(金)までに、仙南地域職業訓練センタ－へ申し込みください。 
(電話予約可) 

 
☆仙南地域職業訓練センタ－ (柴田町船岡照内 1－９℡0224-57-1501  fax0224-55-2250) 



  
産業用ロボットの業務に係る特別教育【学科】 

【産業用ロボットの教示・検査等の業務】 
  

講 座 案 内       
  

労働安全衛生法の規定により、事業者には産業用ロボットの教示・検査等の業務に就かせる者に対
して所定の特別教育を実施することが義務付けられております。(労働安全衛生法第 59 条第 3 項)
安全衛生特別教育規程では、教示等の業務と検査等の業務は別になっておりますが、両業務を混成
した学科教育を下記により実施し、ロボットの基礎並びに操作に関する知識、メンテナンスに関す
る知識と安全管理、メンテナンス方法等を座学(学科のみ)で学んでいただきます。 
 

講 座 内 容               
  

１.産業用ロボットに関する知識 ［4H］  

①産業用ロボットの種類   ②制御方式 ③駆動方法 

④各部の構造及び機能並びに取扱いの方法 

⑤制御部品の種類及び特性 

２.産業用ロボットの教示等の作業に関する知識 ［4H］ 

①教示等の方法 ②教示等の作業の危険性 

③関連する機械等との連動の方法 

３.産業用ロボットの検査等の作業に関する知識 ［4H］ 

①検査等の作業の方法 ②検査等の作業の危険性 

③関連する機械等との連動の方法 

４.関係法令 ［2H］ 

①法令及び安全衛生規則中の関連条項 
  
注 1)当教育は学科のみを行うものです。学科修了者には［学科教育修了証］を交付します。 

注 2)実技教育については、各事業所で①産業用ロボットの操作の方法(1H)・②産業用ロボットの教示等 
の作業の方法(2H)・③産業用ロボットの検査等の作業の方法(3H)を学科教育修了者に対し必ず実施し 
てください。 

 
[講 師    ]：㈱エイジェック仙台能力開発センター担当講師           

認定職業訓練校として、2020 年 1 月に自社ロボテックスセンターを開設し、社内 
人材を中心に幅広い人材育成を展開し指導されている。  

[実施日時]：１１月１９日(水)～ ２０日(木) 
       午前 8:45～午後 5:00    
[受 講 料    ]：14,000 円 (テキスト代含む) 
        〔当会会員外事業所の方は、16,000 円となります。〕  
[定 員    ]：１２人  
[会 場    ]：仙南地域職業訓練センタ－(柴田町船岡照内１番地の 9 ℡0224-57-1501)  
[申込方法]：当講座を受講希望される方は、受講申込書及び電話予約にて 11月 10日(月) 

までに当訓練センタ－へ申込み下さい。(℡・Faxでの受講予約可) 
 

        ※ 仙南地域職業訓練センタ－(℡0224-57-1501 Fax0224-55-2250) 
 
 



 
 
 
 

 
 
 
 
 

決裁欄 所長 事務局長 担当 受付ＮＯ

a

※雇用保険番号確認のため「雇用保険被保険者資格取得等確認通知書」(写)の提出もお願いいたします。

業種又は主な事業内容    ①小売業   ②サ-ビス業   ③卸売業   ④製造業   ⑤建設業   ⑥その他(         )
(該当業種に○を付け て下さい )

当センタ－での受講歴
   有   ・   無    ( 有 の場合:研修・講座名 〔　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　〕　)

(受講歴に○を付け て下さい )

雇用保険適用
事 業 所 番 号

資本金額 　　　　　　　　　　　　　　　万円
     事業所全体の

　　　　　　　　　　人
常用従業員数

職 務 内 容 実務経験年数 　　　　　年

雇 用 保 険
被保険者番号

最 終 学 歴 中学･高校・短大・大学・その他(          )
卒業年月日

昭和・平成・令和　　年　　　　月

採用年月日   昭和・平成・令和　　　 年　　 　月　　 　日

住   　 　所
　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ(              )     -

訓練科・コ－ス名  　　　　　　　　　　　 科 ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース　

実施年月日    令和　　年　　月　　日 から　　月　　日 (計　　回)

(ふりがな) 性　別

受 講 者 氏 名
 

男　・　女

生 年 月 日 　  昭和 ・ 平成　　　　年　　　　月　　　　日生　(満　　　歳)

訓　練　課　程         　  　 　  普通職業訓練 ・ 短期課程

普通職業訓練受講申込書
　　令和　　年　　　月　　　日

 職業訓練法人

 仙南地域職業訓練協会長　殿

　事業所所在地：

　事　業　所　名：

　事　業　主　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

普通職業訓練を受講したいので、下記のとおり申し込みます。なお、貴会の諸規定、諸指

      示を固く守り、ご迷惑をかけないことを誓います。

記


